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2018 年 10 月 11 日 
マクセルホールディングス株式会社 

 
未体験の光を、髪に。 

llexam(レクサム) 光ドライヤー新発売 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 マクセル株式会社(取締役社長：中村 啓次／以下マクセル)は、これまで培ってきたマクセルのコア技

術を活かし、理美容技術と光技術を融合させた llexam(レクサム)ブランドの「光ドライヤー」を 11月25日

より、美容サロンルートから発売します。 
 
◎新設計のランプユニットからの光照射で髪の毛を乾燥する新技術ドライヤー 

◎髪に水分を十分に残しつつ乾かすので、うるおいとつややかな髪を実現 

◎低温で優しく乾かすため、キューティクルが剥がれにくく、髪へのダメージを低減 

◎従来の約半分の電力（600W)で乾かす省エネ設計 

 
■製品情報 

品名 型番 カラー 発売日 価格 

光ドライヤー MXHD-3000 ホワイト 11 月 25 日 オープン 

 
光は直進性があるため、髪の毛に到達するまでのエネルギーロスを少なくできます。そのため、

600W の電力でも十分に乾かすことができるようになります。低温で乾かすことにより、オーバードラ

イになりにくく、髪の毛にしっかり水分を閉じ込めながら乾かすので、うるおいのある、手ざわりのよ

いつややかな髪へと導きます。 
併せて llexam(レクサム)ブランドの「ナノイオンドライヤー」、「多機能温冷美顔器」を 10 月 25 日に

発売します。 
 
マクセルは、経営ビジョンである「スマートライフをサポート 人のまわりにやすらぎと潤い」に沿い、

今後も人々の美をサポートする製品開発およびラインアップの拡充を図り、快適な生活をサポートして

いきます。 

 

なお、本製品を「ビューティーワールド ジャパン ウエスト」(2018 年 10 月 15 日～10 月 17 日、イン

テックス大阪)のマクセルブース(小間番号：5-G012)に展示します。 

 

 

光ドライヤー「MXHD-3000」 
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■お客様からのお問い合わせ先 

マクセル株式会社 お客様ご相談センター 
〒151-0062 東京都渋谷区元代々木 30－13 

電話：0570-783-137(ナビダイヤル)  

 
以上 
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■光ドライヤーの主な特長 

 

１．最新のテクノロジーを搭載し、光の力で乾燥 

 光ドライヤーは、従来のドライヤーを使った乾かし方*1とは違い、髪にスポットライトをあてるように、 
ヘアドライヤー用に新設計のランプユニット(特許出願中)からの光を照射し、光のエネルギーで 
髪をやさしく乾燥させる最新のテクノロジーを搭載しています。光のエネルギーを利用することで、 

これまでのドライヤーでは実現できなかったうるおいをもたらします。 

 *1 従来のドライヤーを使った乾かし方：ヒーター機能を使った乾かし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．髪のオーバードライを防ぎながら乾かせる 

髪に水分を残しながら乾かすので、いつまでもうるおいのある健やかな髪を保ちます。 
ドライヤー未使用(乾燥状態）時に 13.8%だった毛髪水分量は、その後十分に髪を濡らしてタオルドラ

イした後に、温風ドライヤーで乾燥させた場合は 13%に減少、光ドライヤーを使用した場合は 25.1%
まで上昇する結果となりました。温風ドライヤーに対し、光ドライヤーは約 1.9 倍水分を多く残すことが

でき、オーバードライを防ぐことができます。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 
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■使用シーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■光ドライヤーの主な仕様 

型番 MXHD-3000 

電源 AC100V 50/60Hz 

消費電力 600W 

カラー ホワイト 

外形寸法 W23.5 x H22.3 x D9.0cm 

本体質量 約 835ｇ（コード込） 

コードの長さ 2.7m 

スイッチ DRY/SET/COOL COOL ショットスイッチ 

付属品 なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5 

■ナノイオンドライヤー本体外観 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ナノイオンドライヤーの主な特長 

 

１．独自開発のナノイオン発生ユニットで髪にうるおいを与えます 

髪にうるおいを与えるナノイオンを大量発生させるユニットを独自に開発し、ナノイオンにより髪を 
包み込みながらの乾燥を実現しました。ペルチェ素子の冷却効果により空気中にある微細な水分を

凝縮させマイナスイオンを結合させナノイオンを作りだしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．ナノイオンの効果で髪をやさしくケア 

静電気がたまりプラスに帯電した髪を、ナノイオンにより中和し微細な水分を与えることで、 

髪のまとまりをいっそうよくし、髪と頭皮をやさしくケアします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ナノイオンドライヤー「MXHD-1000」 
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3．快適に使用できる、さまざまな機能を搭載 

・大風量で速乾ドライを実現 
・3 段階×2 段階の温度・風量切替スイッチ搭載 
・遠赤外線グリル搭載 
・ダブルフィルター構造によりお手軽メンテナス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■使用シーン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■ナノイオンドライヤーの主な仕様 

型番 MXHD-1000 

電源 AC100V 50/60Hz 

消費電力 1200W 

カラー ホワイト 

外形寸法 W19.8 x H24.0 x D9.0cm 

本体質量 約 670ｇ（コード込） 

コードの長さ 2.7m 

スイッチ 
温度切替スイッチ:HOT/MID/COOL 

風量切替スイッチ:HIGH/LOW 

付属品 セットノズル 
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■多機能温冷美顔器本体外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■多機能温冷美顔器の主な特長 

 

１．シミナビモード搭載 

「MOIST モード」時に、シミ等を検知し、濃淡を５段階の振動の強弱で知らせます。 
 
2．お肌のための４ステップ機能 

・CLEANSING モード(イオン導出機能) 
  毛穴に残った微細な汚れをイオンのちからで引き出します。 
・MOIST モード(イオン導入機能) 「シミナビ」 
 化粧品の保湿成分をお肌の角質層に浸透させ、保温をケアします。 
・MASK モード 
 微振動と穏やかな電極の切り替えで乳液やシートマスクの効果をサポートします。 
・COOL モード(冷却モード) 
 ひんやりとした冷却効果でお肌をひきしめます。 

 
■使用シーン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

多機能温冷美顔器「MXFC-1000」 
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■多機能温冷美顔器の主な仕様 

型番 MXFC-1000 

電源 AC100-240V  50/60Hz 

消費電力 約 8W(AC100V 充電時） 

カラー ホワイト 

外形寸法 W5.2 x H17.9 x D6.7cm 

本体質量 約 200ｇ 

付属品 電源アダプター、コットンリング（2 個）、保護キャップ 

 
以上 
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---------------------------------------------------------------------- 

ニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL等)は、発表日時点のものです。 

予告なしに変更され、発表日と情報が異なる場合もありますので、あらかじめ 

ご了承ください。 

---------------------------------------------------------------------- 
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